2007年度　化学Ⅰ－第2問－問3
【問題】
　酸，塩基，およびそれらの反応に関する記述として誤りを含むものを，次の①～⑥のうちから二つ選べ。ただし，解答の順序は問わない。
①　酸性水溶液中では，Zn(OH)2は塩基として作用してH＋を受け取る。

②　水溶液中では，H＋は水分子と結合してH3O＋として存在する。

③　0.1mol/Lの硫酸30mLに，0.1mol/Lの水酸化バリウム水溶液を加えていくと，30mL加えたところで水溶液中のイオンの濃度の総和は最小になる。

④　弱塩基を強酸で滴定するときには，フェノールフタレインを指示薬として用いることができる。

⑤　中和滴定に用いられる指示薬は，H＋やOH－と反応して鋭敏に色調を変える。

⑥　希硫酸の電離度は，希塩酸の電離度の2倍である。

【正解】

④　弱塩基を強酸で滴定するときには，フェノールフタレインを指示薬として用いることができる。

⑥　希硫酸の電離度は，希塩酸の電離度の2倍である。
【解説】

④　弱塩基を用いると，pHが中性よりになります。すると，中和滴定の終点付近の大きなpH変化が起こる前に，フェノールフタレインの変色域に入ってしまいます。そのため，色の変化と終点までの滴下量が対応せず，正確な値を求めることが出来なくなってしまいます。

⑥　希硫酸と希塩酸はどちらもほぼすべて電離している強酸です。そのため，どちらも電離度は1に近い値です。酸の価数は希硫酸が2倍ですが，電離度はほぼ同じです。
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